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報告事項 

協議事項 

１． 開会 

２． 報告内容 

(1) 地域生活支援拠点について…福井市障がい福祉課より説明 

(2) Web 会議での運用について 

(3) 令和 4 年度の部会委員変更について 

３． 協議内容 

(1)令和 3 年度取組報告書について…資料 1 

(2)各ワーキンググループの進捗報告等について…資料２ 

(3)アンケート結果報告…資料 3 

(4)令和 4 年度の取組について…部会⾧より説明 

(5)強度行動障害のある方へ部会として何が出来るか…ほくせいより説明 

４． 閉会 

 

結論 ２．報告内容 

(1) 地域生活支援拠点について 

面的整備のため、各サービス事業所へ拠点事業への登録を検討頂きたい。加算要件やシステ

ムの詳細等について YouTube の動画を参照してほしい。以前送付した案内を確認できていな

い部会員もいるようなので、後ほど全部会員に資料を再送するので確認しておいてほしい。 

 

（2）Web 会議での運用について 

新型コロナウィルス感染拡大予防の観点から、今後感染状況によってはオンライン形式にな

る可能性が高い（部会での内容によっては集合会議を行う場合もある）ため、留意して頂き

たい。 

Web 会議開催について、今日は事務局として福井市がホストをしているが、web 会議できる

端末が市役所全体で 2 台しかなく数か月前に予約しないと確保できないような状態である。

部会については年度当初にあらかじめ日程を決めてしまうので問題ないが、研修会やピアサ

ポート等の突発事案について市で環境を整えることができない可能性が高いので、部会員に

Teams なり Zoom なりでの開催をお願いすることになるかもしれないのでお願いします。 

 

（3）令和 4 年度の部会員の変更について 

部会員の任命期間は 2 年間であり、また現議題も 2 か年計画で進めてきたものについての 2

年目なので、原則現部会員の方が継続して頂くようお願いしたい。人事異動等のため変更に

なる場合は速やかに事務局へ連絡を頂き、引継ぎ等は当人の間で確実に行っていただく。令

和 4 年 4 月に部会員の所属への依頼文を送付予定。 

 



協議内容 (1) 令和 3 年度取組報告書…自立支援協議会全体会への報告は資料 1 に基づいて実施。 

→反対意見無し 

(2) 各ワーキンググループの進捗報告等について…資料 2 に基づいて実施。 

→アンケートグループ以外進捗なし 

 

(3) アンケート結果報告 

（意見） 

・地域移行を希望している方が 166 名いるが、移行に向けて取り組みが動いていない方も

1/3 近くいるのが気になる。 

・地域移行に向けて取り組んでいる方は若い方が多いイメージだったが、予想に反して 60～

70 代の方が地域移行に向けて取り組んでいる方が多かった。30～40 代の若い方にも地域移

行に向けて積極的になって頂けるような取り組みが必要ではないか。 

・地域移行を希望していない方にはどのように地域移行を促していくとよいだろうか。今

後、アンケート結果を基に協議していきたい。 

・アンケートにて地域移行に向けてどのように取り組んでいるか把握できているか。 

⇒地域移行に向けて具体的にどのように取り組んでいるかまでは聞き取り出来ていない。 

 

(4) 令和 4 年度の取組について…資料 4 に基づく。 

次年度はアンケート結果を基に各ワーキンググループにて研修、講習を実施していく。研

修や講習の開始時期は令和 4 年 6 月頃を見据えて資料作成、事務局との擦り合わせを行って

いく。アンケート結果から地域移行がなぜ進まないのか、どのようにしたら地域移行が進ん

でいくのか探り、課題を抽出する。 

〇研修開催グループ…コロナ禍であることを踏まえてオンライン形式での開催等、資料作成

や実施形態について詰めていく必要がある。 

→研修開催の依頼先として、事務局を窓口としてもらって構わない。 

〇ピアサポートグループ…ピアサポーターへの謝礼については令和 4 年度に具体的な予算が

決定するため、具体的な依頼は新年度以降になる見通し。また、部会としてピアサポーター

を依頼するため、依頼元としては部会⾧から依頼をかけて頂く。 

→市として令和 4 年度に報償費の獲得に向けて動いていており 4 月に金額が決定するが、取

れてもそれほど大きな金額ではない。ピアサポートについて「1 回〇円」と考えるのか「1 件

〇円（複数回実施）」と考えるのか等検討が必要。令和 4 年度に実績があれば次年度以降につ

いて予算アップを要求しやすい（確実に取れるわけではなく、削られることもある）。 

 

令和 4 年

度第１回 

部会 

未定 

 


